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木之本地区雪寒基地新築工事
(A1)

(A3)
01構 造 特 記 仕 様 書 　 使 用 材 料 表

の３倍を確認する）度耐力地行う　（　　箇所，長期設計

ｱﾙﾐ庇

１８

1階床(土間)ｽﾗﾌﾞ

ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎，基礎梁

１５

３

３

単位セメント量kg/m

単位水量kg/m

水セメント比％

箇　　所

スランプｃｍ

立上り 等

・上部躯体

＊ 65以下(普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ)

270以上

185以下

60以下(高炉ｾﾒﾝﾄB種)

備　考

端部上下筋15d　中央上下筋20d

1

ＳＤ２９５

２７０１２０ ６７０ ＊１５０

＊　電流計によるオーガー抵抗の計測，および“GL～   間の土質(@1,000)”

評価 第911-0100A003号

1.075

1.250

注）かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

が変わる為､かぶりを訂正又は､設計図に明示する

劣化等級２又は３を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）２－７かぶり厚さ

等級３等級２劣化等級

住宅性能表示6-7

８０

柱脚根巻JIS A 9511

JIS H 5202

JIS H 4100

JIS B 1055

製材

JAS 233、1371

格付けされるもの)

含水率　15%以下

無等級材(旧JAS一等以上に

JIS A 5441

JIS A 5416

JIS A 5406

ｴﾗｽﾀｲﾄ(瀝青質目地板) または同等工法

発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材(ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ)

ﾀｯﾋﾟﾝねじ　その他

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出形材

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金鋳物

その他工事

木材　米松(1類),桧(2類),栂(3類)､杉(4類)

構造用合板

木工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板

または同等工法(ｸﾘｵﾝ(株) TEL:03-6458-5641)

建築用ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

軽量気泡ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙ(ALC)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板・PCa板工事

BCJ-ST0075-01～05 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

BCJ評定-ST0093-17

BCJ評定-ST0153-07
大臣認定番号 MSTL-0187

JIS Z 3183

認定番号QF045FL-0007
BCJ-ST0076-03

JIS A 5540

JIS G3352

JIS Z 3214

JIS G 3136
MSTL-0120･0129等

MBLT-0159　
柱脚

大臣認定番号 MBLT-0154～

床用ﾃﾞｯｷプﾚｰﾄ(V型)

または同等工法ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

炭素鋼及び低合金鋼用ｻﾌﾞﾏｰｼﾞｱｰｸ溶着金属

の品質区分および試験方法

または同等工法

建築用ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ(ﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷ)

耐候性鋼用被覆ｱｰｸ溶接棒

ＱＬﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ

Eﾃﾞｯｷ合成ｽﾗﾌﾞ

ﾍﾞｰｽﾊﾟｯｸ(Ⅰ型･Ⅱ型･P3･UB･円形･H形)

ﾌﾘｰﾄﾞｰﾅﾂｴｲﾄ

BCJ-ST0195-03
大臣認定番号 MSTL-0332

BCJ-ST0128-05
大臣認定番号 MSTL-0320

BCJ-ST0135-08OSﾘﾝｸﾞ

大臣認定番号 MSTL-0504
BCJ-ST0265-01

大臣認定番号 MSTL-0107

大臣認定番号 MSTL-0385建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(TSC295)

ﾍﾞﾀｰﾘﾋﾞﾝｸﾞ CBL SS008-19

鉄骨梁貫通孔補強工法

JIS B 1051

JIS B 1220:2015

大臣認定番号 MBLT-0081

JIS B 1198

JIS B 1186

JIS B 1186

(ﾎﾞﾙﾄの材料：SNR490B)

大臣認定番号 MSTL-0042

JIS G 3353

JIS G 3350

JIS G 3444

NDｺｱ(JIS G3136)相当

ﾎﾞﾙﾄ,ねじ及び植込ﾎﾞﾙﾄ

構造用両ねじｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ(ABR490)

頭付きスタッド

溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ(F8T)

JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ(F10T)

ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ(S10T)

ﾌｧﾌﾞﾗｯｸｽDS(JIS G 3136相当)

ﾌﾘｰﾄﾞｰﾅﾂ

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼(SWH400)

一般構造用炭素鋼鋼管(STK400)

建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(BCP235)

ﾃｰﾊﾟｰｺｱBCP325(JIS G 3136)

一般構造用軽量形鋼(SSC400)

JRJS 0002
日本鉄筋継手協会規格

大臣認定番号 MSTL-0188･0189

JIS G 3106

JIS G 3136

JIS G 3101

JIS G 3466

JIS A 5308

鉄筋ｶﾞｽ圧接継手

国土交通省(旧建設省)

告示1463号

BCJ評定-RC0204-04

BCJ評定-RC0240-05

はり貫通孔補強BCJ-RC0097-06

BCJ-RC0184-06

BCJ-RC0224-06

BCJ-RC0124-07

異形鉄筋用溶接継手

建築構造用圧延鋼材(SN490B･C)(SN400A･B･C)

建築構造用冷間ﾛｰﾙ成形角形鋼管(BCR295)

溶接構造用圧延鋼材(SM490A)･(SM490Y)

一般構造用角形鋼管(STKR400)

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

一般構造用圧延鋼材(SS400)

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄骨工事

または同等工法ｶﾞｽ圧接

または同等工法

H-SB工法

EE-JOINT工法

SB工法

N-NT工法

ﾒｯｼｭNT工法

MAXﾘﾝﾌﾞﾚﾝK(丸井産業(株))

または同等工法

ｽｰﾊﾟｰﾊﾘｰZ Mﾀｲﾌﾟ((株)栗本鐵工所)

ﾀﾞｲﾔﾚﾝNS(ｺｰﾘｮｰ建販(株))

MAXｳｴﾌﾞﾚﾝ(ﾃｲｴﾑ技研(株))

備考番　号建築材料名

法第37条の規定による使用材料表（H12 告示第1446号）

地業工事

採用

GBRC性能証明 第08-06号 改4

GBRC性能証明 第12-07号 改2(更1)

技術審査証明第202001号

BCJ-審査証明-96

BCJ-審査証明-12
地盤改良工法
ｺﾏ型ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸを用いた

柱状改良地業

または同等工法

湿式柱状改良工法

ｳﾙﾄﾗｺﾗﾑ工法

Dｺﾗﾑ工法

ﾃﾉｺﾗﾑ工法

ﾄｯﾌﾟﾍﾞｰｽ工法

SSｺﾗﾑ工法((有)ﾃｨ-ｴﾑｼｰ TEL:072-630-5771)

JIS G 3551

JIS G 3112

溶接金網及び鉄筋格子

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

鉄筋工事

行わない＊行う

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を

行わない＊行う

完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を

　スカラップ工法　　　　　　＊ノンスカラップ工法

Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書(JASS5等)による

設計基準強度注)注) ２0.85Fまたは12N/mm

注2)スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

先行掘削 なし＊　あり

回転杭工法

プレボーリング根固め工法（認定工法）

回転埋設根固め工法（認定工法）

中掘拡大根固め工法（認定工法）

なし＊　あり杭周固定液

プレボーリング拡大根固め工法（認定工法）

プレボーリングセメントミルク注入工法埋込み工法

鋼管杭

（85）（85）（85）

Ⅳ種

Ｃ種

Ⅲ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｂ種

Ⅱ種

Ｂ種

Ｂ種

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)

4-4

Ａ種

Ⅰ種

Ａ種

Ａ種

ｔｍｍ

節杭

ＰＲＣ杭

ＳＣ杭

ＳＴ杭

ＰＨＣ杭杭種

ディーゼルハンマー油圧ハンマー打撃工法工法2)

］ 行う六価クロム溶出試験 ＊　行わない［

注１）

注2).

注1).

搬入良土(埋戻し土は30㎝毎に転圧締固めを行うこと)

＊　場外搬出処分（＊　自由　　　指定場所　）

搬入良土

　２０２２年度版

を使用する。：メーカー仕様による）補強筋は原則として工場製品（評定品梁貫通が必要な場合，

原則として設備配管は，地中梁上部または下部で行うものとし，梁貫通は行わないものとする。

鋼

回転埋設鋼管杭工法

回転貫入鋼管杭工法

TSC295

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

18

18

18

18

(JIS G3444)

いずれか

一般
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ブレース
間柱,小梁,

その他ﾌﾟﾚｰﾄ他

SNR490B

大梁柱
通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ
･棟割材ﾌﾟﾚｰﾄ

SM490Y

2)

8-4

1)

(JIS A5406)コンクリートブロック8-1

§８ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板・PCa板工事

7560

2)

1)

１９０１２０ １５０１００

種類

厚さｍｍ

Ｃ種Ｂ種Ａ種

１７５１５０１２０(１２５)１００７５（８０）

内壁外壁床 屋根

（メーカー仕様による）8-2 ＡＬＣパネル (JIS A5416)

外壁取り付け構法

厚さｍｍ

使用箇所

3)

2)

1)

Ｂ種

Ａ種

Ｂ種

Ａ種

(JIS A5373)

アンカー工法横

ロッキング構法縦

方　　向 構　　　　　法 使　用　箇　所 備　　　考

外壁取付構法及び厚さｍｍ

8-3 押出成形セメント板

ＰＣａ板

備　　　　　考合計厚さｍｍ現場打厚さｍｍＰＣａ板厚さｍｍ

合成板

屋根床

ＰＣａ板単独

床及び屋根

スライド構法

ロッキング構法

横

縦

備　　　考使　用　箇　所構　　　　　法方　　向

厚さｍｍ

外壁 厚さ　ｍｍ

(JIS A5441)

SN490B-NDNDｺｱ

(杭伏図：杭種一覧表)

(杭伏図：杭種一覧表)

日本建築学会 RC規準2018

日本建築学会 JASS5(2018),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

*  建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2018とすることができる。

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2018),

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

SD295(JIS G3112)

令第129条の2の3の事項

g) 給湯設備  は，風圧，土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全

f) 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては，平成12年建設省告示第1389号

e) 建築物に設ける給水，排水その他の配管設備（給湯設備 を除く。）は，

d) 煙突で屋内にある部分は，鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

c) 煙突の屋上突出部の高さは，れんが造，石造，コンクリートブロック造又は無筋コン

b) 屋上から突出する水槽，煙突，冷却塔その他これらに類するもの（以下「屋上水槽等」

a) 建築設備(昇降機を除く。)，建築設備の支持構造部及び緊結金物は，腐食又は腐朽の

定する構造方法によること。

地震に対して安全上支障のない構造として，平成12年建設省告示第1388号第５に規

*

上支障のない構造とすること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については，

により，風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　ものを除いたもの

＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で，屋上水槽等のうち給湯設備に該当する

*

築物の構造耐力上主要な部分に，緊結すること。

という。）は，支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に，支持構造部は，建

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

管を支持し，又は固定する場合においては，つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，伸縮継手

くはコンクリートブロック造とすること。

鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造，れんが造，石造若し

を設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては，当該貫通部分に配管スリーブ

クリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き，90cm以下とすること。

建築物に設ける建築設備にあっては，構造耐力上安全なものとして，以下の構造方法による。

風圧，土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

おそれがないものとすること。

構造とすること。

(下記のいずれかとする)

ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

＊Ａ

杭リストによる 杭伏図による

JIS Z 3064 (鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

JIS Z 3063 (鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他,日本継手協会仕様書(2017年)及び下記を参照する。

＊

＊

別図“地盤改良特記仕様書”による

別図“構造仕様”による

＊　監督員は着工に先立って支持層の確認を行い，必要に応じて設計の変更を行うものとする

80

トップベース工法

(H13国交省告示第1113号第3)

基　礎　梁

ａ

１００

クリート
土間コン

土間スラブ

６０ １５０

６０

圧密排水工法セメント系固化材撹袢

締固め工法無筋コンクリート地業 ソイルセメント杭

4-3 地盤改良

］ （　　箇所）行う一軸圧縮試験載荷試験 ＊　行わない［

＊　行わない地耐力載荷試験

4-2 ｋＮ／㎡ｋＮ／㎡ ｋＮ／㎡終局短期長期設計地耐力

端部ａは１００以上とする。

アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は１００以上とする。

１００

１００

１５０

１５０

１５０

１５０

＊１００６０

＊６０

＊６０１００６０＊５０

屋外

屋内

１００５０

１００＊５０

６０

６０

６０

１００＊５０

Ｂ：割栗石

Ａ：砕　石

4-1

４§

基礎及びスラブ下地業（単位ｍｍ）

１００ベ　　タ

独立，布
基　礎

場　　　所 捨てコンクリート厚さ

１００＊５０

＊５０

６０

６０

地業工事

厚  さ

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

②地反力を受ける①一般

（Ｎ／ｍｍ2）設計基準強度 （使用区分は設計図の軸組図に示す）

レディ－ミクストコンクリート (JIS A5308-2019)

　　　　　　　　       基礎梁 * min(    ,   )

(ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ・立上りｺﾝｸﾘｰﾄ)

(躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

Ｆｃ18

Ｆｃ18

（ただし柱，地中梁,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

Ｄ’

梁の余長  の採用   大梁・小梁 * D' (梁有効成) 端部上下筋15d　中央上下筋20d

とする。③上載荷重が大きい場合

Ｆｃ３０Ｆｃ２７Ｆｃ２４

Ｆｃ２１

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリート工事６§

高炉セメントＢ種1) ＊ 普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

低熱ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０

セメント

6-1

人工軽量骨材 再生骨材2)

＊　２０ ４０２５最大径（ｍｍ）

砂利 高炉スラグ骨材＊　砕石粗骨材

3)

普通コンクリート

Ｆｃ１８

２種＊１種

ＬＦｃ３０ＬＦｃ２７ＬＦｃ２４ＬＦｃ２１ＬＦｃ１８

＊１８．５気乾単位容積質量 ）（軽量コンクリート

5-4 梁貫通補強

その他5-5

7) ＊１８．５（気乾単位容積質量ＬＦｃＦｃ ）かさ上げコンクリート

6) ）＊１８．５（気乾単位容積質量Ｆｃ ＬＦｃ防水押さえコンクリート

5) 捨てコンクリート

4) 土間コンクリート

2L

１

(認定制度外：任意)

下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

鉄骨製作工場

国土交通省大臣認定（グレード）

ＪＲＭＨＳ

7-13

2018により,合否判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用

用いない用いる

行う 行わない

行う 行わない

高耐食メッキ鋼板（t3.2mm以下）5)

STKN490STKN400
管一般構造用炭素鋼

(JIS G3475)

一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼

ﾃｰﾊﾟｰｺｱBCP325

(JIS G3136)相当

(JIS G3136)

(JIS G3353)

(JIS G3138)

(JIS G3350)

SWH400

SN490C

SNR400BSNR400A

SSC400一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

，アンカーボルト

スカラップ形状

２２φ

１９φ

１６φ

普通ボルト

トを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

る。総計６０個のサンプルについての不適合個数の合計が4個以下のときはロッ

を超え4個未満のときは、同じロットからさらに３０個のサンプルを抜取検査す

４個以上のときはロットを不合格とする。ただし、サンプル中の不適合数が1個

大きさ３０個のサンプル中の不適合個数が1個以下のときはロットを合格とし、

溶接箇所数の数え方は「JASS6　鉄骨工事　2018」表10.1溶接箇所数の数え方による。

日本建築学会「JASS6　鉄骨工事 2018 付則6．鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

1464号による。ただし告示に定めのないものは外観検査の合否判定は

仕様で、専任の溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の

デッキプレート（単位ｍｍ）

溶接手法及び管理

注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

，六角ﾅｯﾄ(JIS B1181)，平座金(JIS B1256)(JIS B 1180 強度区分：4.6)

･仕口

(JIS B 1198)

(ﾎﾞﾙﾄの材料：SNR490B)(JIS B 1220)(JIS B 1220)

継手

超高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

トルシア形高力ボルト 全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境Ｓ１４Ｔ

Ｆ８Ｔ

Ｆ１０Ｔ

＊ Ｓ１０Ｔ

7-7

梁柱

＊　高力ボルト 現場溶接現場溶接高力ボルトフランジ

＊　高力ボルト 現場溶接現場溶接高力ボルトウェブ

7-6

アーク溶接に使用する溶接棒，ワイヤ及びフラックスは母材の種類，寸法，及び溶接条件に相応

したものを選定する。

ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。2)

1)

7-5

頭付きスタッド7-4

使　用　箇　所

１５０

１５０

１５０

１２０

１２０

１２０

１００

１００８０

８０

１００

径 （ｍｍ）長　　　さ

使用しない使用する大臣認定柱脚（メーカー仕様による）2)

（ＡＢＭはＭ２４以上）ＡＢＭ４９０ＡＢＭ４００

ＡＢＲ４９０ＡＢＲ４００

ＳＳ４９０（M   以上）ＳＳ４００材質1)

7-3

使　用　箇　所高　力　ボ　ル　ト　の　種　類

溶接材料

高力ボルト7-2

２８日

８日

５日

３日

圧縮試験による場合

場合
の材齢による
コンクリート

0℃以上

5℃以上

15℃以上

梁　　下スラブ下基礎、梁側、柱、壁

材齢２８日の調合強度Ｆは下記の両式を満足するものとする。

Ｆ≧０．８５Ｆｍ＋３σＦ≧Ｆｍ＋１．７３σ

Ｓ＝３～６Ｆｍ＝Ｍａｘ（Ｆｃ，Ｆｄ）＋Ｓ調合管理強度

２８日

２５日

１７日

２5N/mm

単位水量測定 行わない行う6)

標準（２４）

6-8

6-6 せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

超長期（３６）長期（３０）短期（１８）

計画供用期間の級（　）は耐久設計基準強度Ｆｄ

調合　（補正値は工事費に含む）6-5

5)

4)

3)

2)

1)

6-4

＊　行わない行うマスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）

＊　行わない行うコンクリートコア抜き取り圧縮試験

＊　行う 行わない躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

＊　行う 行わない［ ］スランプ 空気量フレッシュコンクリート

］ ＊　行う 行わない［

試験　（躯体コンクリートの２８日圧縮試験は公的機関において行う）

塩分含有量 アルカリシリカ反応性骨材

(国土交通大臣認定品)

冷間ロール成形角形鋼管
建築構造用

(JIS G3101)

(JIS G3106)

(JIS G3136)

(JIS G3466)

SM490A

SN490B

SN490C

STKR490

STK490

SN400A

SM400A

SS400

STKR400

SN400C

SN400B

STK400

熱間成形角形鋼管
(国土交通大臣認定品)

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

鋼　　　材　　　名

SHC490C

BCP325

SHC400C

SHC490B

BCR295

BCP235

SHC400B

規　格　名　称

§７

材種及び使用箇所7-1

鉄骨工事

ＧＬ－　　　　ｍ

試験杭

＊　根切り土の中の良土

＊　根切り土の中の良土

日本建築学会標準仕様書　，　ＪＡＳＳ５　，　ＪＡＳＳ６ (最新版とする)

使用材料は原則としてJIS規格品、JAS規格品、又は大臣認定品とする。

その他(82条各号計算)

　一階床が土間ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は,収縮ひび割れ誘発目地を適宜施工すること。(仕様は施工詳細図による)

必要に応じてセメント系固化材(TL-3E 80kg/m3 程度) を併用する。

　一階床荷重は地盤に直接伝達されるものとする。その為，土間下地盤および埋戻し土は十分に転圧し，

7-12

H12建設省告示1464号の規定によるものとする。

継手･仕口仕様

D19

D16

＊  行わない

試験堀

　　の確認を行うものとする。

杭芯ずれによる検討は、施工者の責任において行うものとする。5)

4)

等

質疑回答書

-2-1

棟

ﾙｰﾄ

H12建設省告示

(ただし社内検査を行う)

)(

(JIS G3352)

梁貫通位置、径、及び箇所数は（　　意匠図　　　*構造図　　施工詳細図    設備図　）による。

杭の構成は設計図 による。

による。

構造計算ルート

ﾙｰﾄ3ﾙｰﾄ2ﾙｰﾄ1ﾙｰﾄ1

仕口のずれの検査・補強マニュアル」等を参考にする。

全数検査とする。ⅰ．

現場溶接の場合ｂ）

ならない。

検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばな

ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人　建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い

8)

9)

ⅲ．

受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

工場溶接の場合ａ）

検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所３００箇所以内で構成する。

抜取り数は各ロット毎に３０箇所をランダムにサンプリングする。

ⅰ．

ⅱ．

7)

溶融亜鉛メッキ3)

JISK5674

A種JISK5551

JISK5552

JASS18   M-109

構造物用さび止めペイント

有機ジンクリッチプライマー

変性エポキシ樹脂プライマー

JASS18   M-111水系さび止めペイント

＊＊

４０μｍ

３０μｍ

３０μｍ

３０μｍ

１５μｍ

する溶接部の項を適用する。

受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者（元請）

との直接契約による。

傷検査部門の認定を取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行ってい

ない事業者とする。

第三者検査機関は（社）日本溶接協会によるＣＩＷ検査事業者認定種別における超音波探

受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

＊

5)

6)

4)

3)

2)

1)

7-11 溶接部の検査（受入検査） 行わない行う

超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」

下塗り用塗料

素地調整

塗装（工場塗　＊　２回　　１回、現場タッチアップ程度とする）

5-3

１検査ロットは１組の作業班が１日に施工した圧接箇所の数量で２００箇所以内

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。

原則　柱・梁の径毎に３本

また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

３０箇所１検査ロットにつき

熱間押抜き試験（ＪＩＳＺ３０６２）超高音波探傷試験

＊　３本１検査ロットにつき

引張り試験（ＪＩＳＺ３１２０）

抜取り検査

5-2

ガス圧接

溶接継手＊ガス圧接

＊溶接継手 機械継手（　　級）

機械継手（　　級）

溶接継手＊ガス圧接

U

K

P フック加工

構　造　特　記　仕　様　書

重ね継手

杭打地業　共通事項

屋外

2)

3)

２種１種＊

２種

2)

1)

4)

3)

2)

1)

7-9

7-10

２種１種

標準膜厚種　　別

鉛、クロムフリ－錆び止め

塗　　　　　　　料
室内

適用

Ｚ２７Ｚ１２亜鉛メッキ

ブラスト

プライマー

＊　ケレン

タイプ形版板厚

板厚

板厚

高さ

高さ

高さ

防錆処理

型枠用

合成スラブ用

床用

1)

混和材

6-3

盛土

場内地均し残土処分

3-2

3-1

３§

埋戻し土

埋戻し土、盛土、残土処分

山留め、根切り

仮設工事，土工事

4-6

＊  行わない

試験掘1)

＊　行わない行うＳＬ塗布

行う　（　　箇所，長期設計耐力の３倍を確認する）

行う］ （　　本）［

載荷試験

3)

2)

5)

4)

3)

2)

高炉セメントＢ種）（   普通ポルトランドセメント

ＳＫＫ４００ ＳＫＫ４９０鋼管（リブ付）

以上 ＳＤ３９０Ｄ

以下Ｄ 以上 ＳＤ３４５Ｄ

Ｆｃ

鉄筋

コンクリート

コンクリートの仕様は設計図による。使用材料

行わない）％全数（＊　行う

（２方向）孔壁測定

杭先端深さ

備　　考

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

杭　径（拡底部）ｍｍ 管厚ｍｍ 本数終局ｋＮ短期ｋＮ長期ｋＮ

杭径，設計耐力，本数表（拡底部は施工径を示す）

高性能ＡＥ減水剤＊ＡＥ減水剤6-2 膨張材躯体防水材

１２７５級

　７８５級

　６８５級

以上

以上

以上

D

D

SD345(JIS G3112)

SD390(JIS G3112)

SD490(JIS G3112)

高強度せん断

補強筋

溶接金網(JIS G3551)

工場溶接

重ね継手

スパイラル

５§

5-1 材種

種　類 径 継　　　　手

以下 工場溶接＊重ね継手 スパイラル

鉄筋工事

2-1

1)

5)

4)

2-2

1-5 設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

第三者機関による検査・試験費用は工事費に

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

設計図書の優先順位は下記による。

7-8

4-5

○　印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は　＊　印を適用する。印を適用し、選択項目は

２§

一般事項１§

1-6

含まない　）（　＊含む

1-4

1-3

（　　公共建築協会　＊日本建築家協会　）仕様書

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　　高強度せん断補強筋施工仕様書　

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　　鉄骨工作標準図標準図

設計図

本特記仕様書

1-2

1-1

3)

1)

場所打鉄筋コンクリート杭，場所打鋼管コンクリート杭

オールケーシング工法（　ベノト工法　　　　　　　　　）

ＢＨ工法

備　　考

拡底アースドリル工法

リバース工法

アースドリル工法工法

杭外周溶接スタッド溶接かご筋

杭頭補強

本数終局ｋＮ短期ｋＮ長期ｋＮ

杭径，設計耐力，本数表

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

杭　径（拡底部）ｍｍ

構造計算ルート

6)

5)

3)

4)

2)

特記のない場合ＪＡＳＳ５水中コンクリートによる。 4) 常温亜鉛メッキ

令第129条の2の3の規定については下欄による。その他1-7

・基礎巾木

15



滋賀県長浜市大寺町１００３番地５　　TEL　0749-73-2144　　FAX　0749-73-2238

Ｓ

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ﾍ-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己File 2023/01/26 Output 2023/ 1/26

木之本地区雪寒基地新築工事
(A1)

(A3)鉄 筋 ｺﾝｸﾘｰﾄ構 造 配 筋 標 準 図 － １ 02

別図構造特記仕様書による

15



滋賀県長浜市大寺町１００３番地５　　TEL　0749-73-2144　　FAX　0749-73-2238

Ｓ
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適

用

条

件

外リング 内リング
Ｈ

（角形鋼管仕様）

１．２

２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図 ３．ベースプレート

座金（材質：ＳＳ４００）

基礎廻りの標準図

構成部材

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

テンプレート用ボルト孔
Ｌ

Ｂ Ｃ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１ 64

64

64

Ｄ５１

46

55

60

65

80

53.1

63.5

69.3

75.0

92.4

56

e

Ｄ ｄ

ＨB
Ｈ

76

Ｃ

Ｈ

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ　熱処理Ｈ）

t

φ
A1

φ
A
1

φA1

φ
A
2

φA2

ｅｅφdｈ ｈ

64

φd ｈ ｅ

54

64

69

74

95

47

58

63

69

90

56

64

64

76

28.3

34.3

37.5

40.3

50.0

2.95

3.30

3.55

4.50

3.65

10

10

10

10

10Ｄ５１

φＤ

t

94

88

100

25

22

28

φｄ

Ｄ２９

Ｄ３５

Ｄ３８

Ｄ４１

Ｄ５１

Ｈ

φＤ

74

119

34

41

45

48

59

19

25

φｄ

Ｈ

Ｄ５１

Ｄ４１

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

M8

M8

M8

M8

M8

20

20

20

20

2031.7

38.1

41.9

45.4

M8 2057.5 990

ｄ ｅＤ

Ｄ35(SD390)

Ｄ35(SD490)

Ｄ38(SD490)

Ｄ41(SD490)

Ｄ51(SD390)

51.0 42.8

59.0 49.8

65.0 54.9

69.0 58.8

84.5 72.4

42.3 33.5

49.2 40.0

54.2 44.0

58.0 47.5

71.6 59.5

26

32,40

48

56

64.5

θ

110

110

110

110

90
θ

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）

J150-12K

J175-12K

J200-09K

J200-12K

J250-09K

J250-12K

J250-16K

J300-09K

J300-12K

J300-16K

J300-19K

J350-12K

J350-16K

J350-19K

J350-22K

J400-12K

J400-16K

J400-19K

J400-22K

J400-25K

J450-16K

J450-19K

J450-22K

J450-25K

J500-19K

J500-22K

J500-25K

J550-19K

J550-22K

J550-25K

余
長

角形鋼管

柱型主筋

柱型帯筋

▽

基礎柱型Ｃ×Ｄ

埋
込

長
さ

ｌ

基
礎

柱
型

高
さ

Ｈ

▽
基礎柱型上端

8
0以

上

（注）基礎柱型の施工は

JASS5による

150

30

基礎梁上端

８
８

７ ７

角形鋼管

５５

３ ３

４４

角形鋼管

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）

１ １

(基礎柱上端から50mm下がりまで)

                (Ｆ値

●基礎コンクリート　普通コンクリート (21・24N/mm2) 以上

●柱材：角形鋼管(Ｆ値

                (Ｆ値 325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C

【４本アンカーボルトタイプ】 【８本アンカーボルトタイプ】

２

６ ６

２

▽ アンカーボルト天

ｈ

725

785

880

720

660

Ｌ

38.1

φ
A2

φdｈ ｈ

（○印）

適用
適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

６・８・９・１２

350×350

300×300

250×250

200×200

175×175

150×150

400×400

450×450

500×500

550×550

サイズ Ｆ=２３５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９

６・８・９・１２

９・１２

ジャストベース

記号

落下防止リブ

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

Ｊ
Ｅ

型

形

管

鋼

角

Ⅱ

５

６

８

７

フレーム部材(テンプレート含む）

無収縮モルタル

１

２

３

４

ベースプレート

アンカーボルト

ジャストリング

座金

（注）１２本アンカーボルトタイプ図は省略

ロックナット及び固定用クサビ

定着ナット及び固定用クサビ

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295(D10～D16) SD345(D19～D25)

235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295,JBCR295,TSC295

※（　）はＢＣＰのみ適用

（財）日本建築センターＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０７（平成３０年１１月１６日付） 工

施

計

設 ●柱脚の選定　：　別冊「ジャストベースカタログ」により設計者が選定する。

●現場施工　　：　別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

●柱脚の溶接　：　別冊「工場製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

30N/mm2以下 

アンカーボルト（材質：ＪＢ-ＳＤ３９０・ＪＢ-ＳＤ４９０）

６・８・９・１２・１６・１９

９・１２・（１６）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・２２

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・２５

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）

９・１２・１６・１９・２２・２５・（２８）・（３２）

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・１９

６・８・９・１２・１６・１９

ジャストベース（ＪＥⅡ型）柱脚工法設計施工標準図

※設計基準強度が21N/mm2以上と

24N/mm2以上 の仕様があります。

（但しFcの上限値は全機種30N/mm2）

頂部フックが不要です。

※トップフープはダブルフープ。

※ジャストベース(JEⅡ型)工法の柱型主筋は

Ｄ29(SD490)

呼径

呼径

呼径

呼径

ア
ン

カ
ー

長
Ｌ

φＤ２

φＤ１ φＤ２φＤ１φＤ２φＤ１

ベースプレート（材質：ＳＮ４９０Ｂ又はＴＭＣＰ３２５Ｂ）

呼径

柱脚構成部材

12-D41×880

アンカーボルト

SD490

SD490

SD390

SD390

SD490

SD390

SD490

SD390

SD390

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

165

165

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

n-φ×L 材質 h

12-D51×990

12-D51×990 SD390

SD390

Ｆ=３２５N/mm2

６・９

６・９

６・８

６・８・９

６・８

６・８・９

６・８・９・１２

4-D29×660 SD490 165

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720 180

4-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

4-D35×725 185

8-D35×720 180

8-D35×720 180

8-D35×725 185

8-D35×720 SD390 180

8-D35×725 190

8-D38×785 200

8-D41×880 210

8-D35×725 185

8-D38×785 200

8-D41×880 210

12-D38×785 200

12-D38×785 SD490 200

12-D38×785 200

12-D38×785 200

12-D41×880

12-D41×880 SD490 210

210

12-D41×880 210

230

12-D41×880 210

12-D41×880 210

230

t×A×A

ベースプレート

28×300×300

32×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×430×430

40×480×480

40×480×480

36×500×500

40×540×540

45×540×540

40×580×580

50×600×600

50×640×640

55×640×640

40×640×640

45×670×670

50×710×710

60×710×710

60×710×710

50×710×710

55×740×740

55×800×800

60×840×840

65×840×840

60×850×850

65×920×920

65×920×920

210 60×760×760

60×760×760

６・８・９・１２

６・８・９

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

Ｆ=２９５N/mm2

６・９・１２

６・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

９・１２

９・１２・１４・１６

９・（１２）

９・（１２）

900×900

500×500

530×530

550×550

560×560

620×620

620×620

650×650

680×680

700×700

740×740

740×740

780×780

800×800

830×830

830×830

850×850

870×870

900×900

920×920

920×920

950×950

1,000×1,000

1,000×1,000

1,050×1,050

1,050×1,050

1,080×1,080

1,130×1,130

1,130×1,130

1,000×1,000

25×94

座金

t×φD

19×74

19×74

19×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×100

22×88

25×100

25×100

25×100

25×100

25×100

25×94

25×94

25×94

25×94

25×100

25×100

28×119

28×119

800

550

600

700

750

800

800

550

800

800

850

850

600

600

600

600

600

600

600

600

750

750

800

800

800

800

800

850

850

850

12,000

17,000

21,000

30,000

47,000

47,000

61,000

66,000

80,000

89,000

90,000

119,000

129,000

148,000

156,000

159,000

182,000

207,000

220,000

219,000

248,000

266,000

289,000

303,000

351,000

379,000

397,000

452,000

490,000

502,000

柱脚回転剛性

kN･m/rad

D13 @ 150

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D13 @ 100 又は

D13 @ 100 又は

D16 @ 150

設計基準強度

（N/mm2 ）

12-D16

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

D13 @ 150

12-D16

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

16-D22

12-D19

16-D22

12-D22

16-D25

12-D22

16-D22

16-D25

24-D25

16-D22

16-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

24-D25

D16 @ 100

D16 @ 100

D16 @ 100

32-D25

D13 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 100

D16 @ 100

D13 @ 100 又は
D16 @ 150

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

D16 @ 150
D13 @ 100 又は

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

24以上 30以下

21以上 30以下

21以上 30以下

帯筋主筋
C×D（標準寸法）C×D（最大寸法）

寸法（ｍｍ）

ＲＣ基礎柱型（下記の寸法・配筋とする）

H

以上

620×620

650×650

670×670

680×680

740×740

740×740

850×850

800×800

900×900

940×940

940×940

980×980

1,000×1,000

1,030×1,030

1,030×1,030

1,050×1,050

1,070×1,070

1,100×1,100

1,100×1,100

1,120×1,120

1,120×1,120

1,150×1,150

1,200×1,200

1,200×1,200

1,200×1,200

1,250×1,250

1,250×1,250

1,280×1,280

1,330×1,330

1,330×1,330

６・（９）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・（１６）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１６・（１９）

９・１２・１６・１９・（２２）

９・１２・１６・１９・２２・（２５）１２・１４・１６・１９・２２・２５

１２・１４・１６・１９・２２

１２・１４・１６・１９

６・８・９・（１２）

６・８・９・１２・（１６）

６・８・９・１２・１６・（１９）

●基礎柱型下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテで

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

無収縮モルタル用型枠施工（元請施工）１

板厚（ｍｍ）

突合せ溶接の開先標準■溶接方法（突合せ溶接）

柱部材の適用

５．現場施工

４．溶接施工

溶　　接

溶接部の検査

捨てコンクリート地業（元請施工）

コトブキ技研工業株式会社

広　島 TEL 0823-70-0721  FAX 0823-70-0722

α1（度）

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

開先角度

，

，

，

，

ルート間隔
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フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）

無収縮モルタル注入

※溶接姿勢は下向きを原則とする

特記以外は元請会社の施工とする。

認定した有資格者が行う。

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

角形鋼管

型枠

無収縮モルタル材

シュート

シュート形状

基礎柱

●角型鋼管のベースプレートへの溶接は突合せ溶接とする。

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷検査とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整ボルトにて固定し垂直を確認する。

ｅ1

柱中心

テンプレート中心

許
容

差
誤 －５≦ｅ２≦５

－５≦ｅ１≦５

ｅ
2

▽ 基準高

基礎柱型配筋及びコンクリート打設（元請施工）

調整する。レベル調整用ボルトで

１

２

３

４

フレームベース

フレームポスト

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

無収縮モルタルをシュートにより一方向

から注入する。（※１）

固定用クサビの設置（元請施工）

による。

資料番号：ＪＢ（ＪＥⅡ）－０３－０１

定着ナット固定措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

フレームベース設置：柱中心地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアンカー

調整後、フレームベースをホール

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

鉄骨柱の建入れ（元請施工）

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。（マーキング等による確認推奨）
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80
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12本
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４本

28 300 45 210 52

52

32 325 45 235 52

32 350 45 260

４本 32 380 55 270

36 430 55 320 60

４本 40 430 320

８本 40 480 50 75 230

40 480 55 370 60

36 500 50 250

40 540 60 75 270

45 540 60 270

40 580 55 320

50 55 75 340 60

50 640 75 85 320 66

55 640 70 95 310 70

40 640 60 370 60

45 670 70 360 66

50 710 75 95 370 70

60 710 70 400 66

66

808570 400 6660 710

12本 50 710 65 410

55 740 75 85 420 66

60 760 80 95 410 70

8060 760 80 95 410 70

55 800 80 95 450 70

840 85 95 480 70

80

60

65 840 85 105 460 85

60 850 75 95 510 70

65 920 75 95 580 70

8092065 90 530 85105
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J200-09K
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J250-09K
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ジャストベース
記号

【アンカーボルト４本タイプ】

【アンカーボルト８本タイプ】 【アンカーボルト１２本タイプ】

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

コーナー

Ｒ

孔径φ（３．５Ｃ面取）
孔径φ（３．５Ｃ面取）

4-R4-R
孔径φ（３．５Ｃ（２．５Ｃ）面取）

（2.5CはD51用）

RC:900*900･16-D22･D13@100

RC:1050*1050･24-D25･D13@100

RC:1100*1100･24-D25･D16@100

RC:600*600･12-D16･D13@100

RC:600*600･12-D16･D13@100

a
c

c
a

d Ａ

RC:550*550･12-D16･D13@100

RC:700*700･12-D19･D13@100

RC:700*700･12-D19･D13@100

RC:700*700･16-D22･D13@100

RC:800*800･16-D25･D13@100

RC:850*850･12-D22･D13@100

RC:850*850･16-D22･D13@100

RC:900*900･16-D25･D13@100

RC:900*900･24-D25･D13@100

RC:950*950･16-D25･D13@100

RC:950*950･20-D25･D13@100

RC:950*950･24-D25･D13@100

RC:1000*1000･24-D25･D13@100

RC:1100*1100･32-D25･D16@100

RC:1200*1200･32-D25･D16@100

RC:1200*1200･24-D25･D16@100

RC:1150*1150･24-D25･D16@100

RC:1000*1000･24-D25･D13@100

１．１ ２．１
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RC:700*700･12-D19･D13@100

(採用:若干の調整をする)

RC:1000*1000･24-D25･D13@100

RC:600*600･12-D19･D13@100

RC:750*750･12-D22･D13@100

RC:1000*1000･24-D25･D13@100

RC:1000*1000･24-D25･D13@100
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07地 盤 改 良 工 法 特 記 仕 様 書

６.　施工管理
ＳＳコラム工法特記仕様書（ＧＢＲＣ 性能証明 第１２-０７号改２）

（１）コラムの鉛直度　改良機本体の傾斜計で管理する。

：計量計又は水管計で計測する。（２）固化材液の作成　水の計量

：袋数又は重量計で計測する。固化材の計量１.　工法概要
（３）固化材吐出量　流量計で計測し記録する。

（４）掘削深度　　　深度計で計測し記録する。本工法はセメント系固化材を固化材液として現地地盤に注入し、共回り防止翼の左右両端に、円柱状の鋼棒

（５）掘削速度　　　速度計計測し記録する。
を装着した撹拌装置を用いて混合撹拌することによりソイルセメントコラムを形成する工法である。

（６）支持層強度　　トルク計で測定し記録する。

２.　特記仕様 ７.強度管理試験

（１）コラム径 （２）掘削深度 施工後のコラムより下表の採取ヶ所数に準じて強度管理試験用のコア採取を行うことし、

管理者と協議しトルク計にて確認を行う。）
採取したコアの材齢28日における圧縮強度試験結果が下式をクリアしなければならない。

（３）設計基準強度 また、合否の判定は、Ｎ箇所（抜取個数）の一軸圧縮強さの平均値ＸＮと合格判定値ＸＬ

の大小関係を比較する事で行う。（４）本工事工法は、一般財団法人 日本建築総合試験所で証明された建築技術性能証明取得工法とする。

供試体の採取方法

採 取 位 置

頭 部 コ ア 深 度 コ ア
改 良 長３.　室内配合試験 採取方法：ボーリングコア

採取方法：モールドコア
　　　　：モールドコア　

1検査対象群につき1ヶ所以上２m以下の場合 50コラムにつき1ヶ所以上（１）固化材 セメント系固化材又は、セメントを使用する。
２m以上の場合 100コラムにつき1本以上

＊頭部コア試験は1ヶ所（1本のコラム）あたり3個のコア採取を基本とする。本施工にあたり、原則として事前に現地土を採取し、室内配合試験を実施しなければならない。（２）室内配合強度の設定と配合量
＊深度コア試験については1ヶ所（1本）以上のボーリングコアを実施することとし、その他は

また、配合量は所定の配合強度が得られる配合量を想定し、その配合を中心として貧配合のもの モールドコア試験により代用できるものとする。

１種類、富配合のもの１種類の合計３種類程度設定する。
Ｘ ≧ Ｘ Ｆ ＋ ka ・ σ ｄＮ Ｌ ｃ＝

室内配合強度 Ｘ Ｘｌ＝ ｆ / αfl ここに、

Ｘl　：　室内配合強度（kN/㎡） Ｘ ：　Ｎ箇所の一軸圧縮強さの平均値　（kN/㎡）Ｎ

Ｘf　：　配合強度（kN/㎡）
Ｘ ：　合格判定値　　（kN/㎡）Ｌ（　Ｘf　＝　αt　×　Fc　）

：　設計基準強度　（kN/㎡）Ｆ ｃ
αt　：　割増し係数（右表より）

：合格判定係数（下表による） （kN/㎡）kaＦc　：　設計基準強度（kN/㎡）

：検査対象層の抜取箇所数αfl ：　現場/室内強度比 Ｎ

：設計で想定したコア強度の標準偏差σｄ

σｄ＝ Ｖｄ ・qud （kN/㎡）

：想定した一軸圧縮強さ （kN/㎡）qud４.　施工計画書
Ｖ ：変動係数ｄ

本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

（１）工事概要　　（２）工事場所　　（３）工法概要　　（４）施工概要　　（５）使用固化材

抜取箇所数 Ｎ １ ２ ３ ４～６ ７～８ ９以上
（６）作業計画　　（７）施工管理　　（８）配合計画　　（９）品質管理　（10）安全衛生管理

合格判定
1.9ka 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

係数５.　施工

（１）固化材液の充填方法は、掘削時充填方法とする。 ※　品質に支障があった場合の処理

（２）掘削速度1.0ｍ/分、引き上げ速度1.0ｍ/分以下とする。 品質に支障があった場合は、監理者と協議し適切な判断を下す。

（３）施工手順は以下の通りとする。

８.施工報告書
１.コラムの中心位置を出し、その位置に撹拌ロッドの中心がくるように機械をセットする。

工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、監督員に提出する。

２.セットが完了したら撹拌ロッドを回転し、規定の速度で掘削を開始する。
（１）コラム配置図及び番号　　（２）施工年月日　　（３）コラム径　　（４）掘削長　　（５）掘削深度

３.所定の位置まで来たら固化材液を撹拌ロッド先端より注入しながら掘削撹拌を行う。
（６）固化材の使用量　　 （７）強度管理試験結果

４.掘削が完了したら固化材液の注入をやめ、撹拌ロッドを掘削時と正逆回転し50ｃｍ以上練り返しを行う。

５.逆回転で再撹拌しながら引き上げる。

φ= mm Ｈ = 5.50～7.50ｍ（掘削長変更の場合は、

Fc = 

900、700、600 

1000 kN/m2

抜取ヶ所数

変動係数 １ ２ ３ ４～６ ７～８ ９以上
（Ｎ）

割増係数

25％ 1.815 1.719 1.651 1.5942.163 1.918（αt）

※　変動係数を想定し、7項に規定する抜き取りヶ所数Ｎ、合格確率80％とした上表を用いて設定する。

確認配合量＝

W/C＝

250、300、350 kg/ｍ3の3配合による確認

70％ ※現場および試料土状況により変動する

ＸＬ= kN/㎡1,556
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基準高
設計GL = 基準高+250 

：ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査実施位置を示す
B.No.1～2

設計GL = 基準高+250 Ｎ -0.21

T.1

T.2
Gp
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下 下
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50
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基準高
H=0.000
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伝統文化芸能

Dep=20.50m
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申請建物
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09構 造 仕 様 ・ 基 礎 伏 図

基　礎

ｾﾒﾝﾄ系固化材による深層混合処理工法

独立フーチング基礎

地業 (SSｺﾗﾑ工法 または同等工法とする)

コラム径

鉄　筋

梁貫通

Fc24(躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)設計基準強度コンクリート

D16以下：SD295(JIS G3112)　重ね継手

D19以上：SD345(JIS G3112)　ｶﾞｽ圧接または溶接継手のいずれかとする

原則として設備配管は，基礎梁上部または下部で行うものとし，梁貫通は行わないものとする

Fc18(捨てｺﾝｸﾘｰﾄ)

鉄　骨

柱の脚部

継手･仕口仕様 H12建設省告示1464号の規定によるものとする

土間天まで“ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ厚15以上等”を打ち込むものとする

主柱 BCR295

大梁・小梁 SS400

間柱 SS400

高力ﾎﾞﾙﾄ ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ(S10T)

柱脚の保護 地中埋設部分は“保護ｺﾝｸﾘｰﾄ･防錆ﾓﾙﾀﾙ等”で保護を行うものとする

φ600  48本 (空堀り長:1,130)

設計基準強度

固化材配合量 300 kg/m3（仮定：室内配合試験により決定するものとし、検査時に報告を行うものとする）

水固化材比 70 ％

試験 一軸圧縮試験(H13国交省告示第1113号第3)

固化材

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査（標準貫入試験）

設計GL

地質調査

六価ｸﾛﾑ対応型

2ｹ所 孔口GL -20.500m(max) ：実施済み

支持層

監督員は着工に先立って“試験堀等”による支持層の確認を行い，必要に応じて設計の変更を行うものとする

支持層は，“粘土混じり砂礫層”とする

Lqa=250 kN／m2（長期）Sqa=500 kN／m2（短期）qu=750 kN／m2（終局）

地業先端深度

設計支持力度

設計GL-5,500・6,500・7,500　(範囲は基礎伏図による)

15

構造仕様

(MC12y) (MC12y) (MC12y) (MC12y) (MC12y)

FB1FB1FB1FB1 FB1FB1

F
B1

FB
1

F
B1

FB
1

F
B1

FB
1

F
B1

FB
1

F
B1

FB
1

S3 S3S2 S2 S2 S2 S2 S2 S2 S2

S2 S2S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1

FB1 FB1 FB1 FB1

(MC12x)

cS1

F1
(C1)

F1
(C1)

F1
(C1)

F1
(C1)

(C2)
F3xy

F11F11F11F11 F11F11F11F11F11

F12 F12 F12 F12 F12

1
,
4
0
0

(MC12y) (MC12y) (MC12y) (MC12y) (MC12y)

F
G1

FG
1

FG
1

FG
1

FG
1

FG
1

F
G1

FG
1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

FG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1FG1

(MC12x)

X

Y

(MC12x)

(MC12x)

(C1)
F3x

F12x F12x

cS1

ＪＲ敷地境界線
＊構造物は越境しないこと

≒
1
,
2
2
8

ＪＲ敷地境界線

≒
1 ,

05
5

B.No.2 B.No.1

F12y F12y F12y F12y F12y

≒
1
,
2
0
0

≒
1
,
3
0
2

≒
1
,
2
4
8

≒
1
,
1
6
2

地業先端深度：設計GL-5,500 地業先端深度：設計GL-6,500 地業先端深度：設計GL-7,500

1:100基礎伏図

・変更のある場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

特記なきものは下記による

：立上りｺﾝｸﾘｰﾄ(白抜き部分は開口部を示す)
鉄骨柱等とのｸﾘｱﾗﾝｽは“15mm以上”とする

：ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査実施位置を示す
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大梁天端
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溶接

溶接

溶接溶接

・施工にあたっては，採用ﾒｰｶｰにより再計算を行い，安全の確認をおこなうものとする

・性能値は JISA6514 の耐力性能試験結果より算出したものとする

・＊印寸法はﾒｰｶｰ仕様による屋根葺き材の取付詳細図（参考)

丸馳折版Ⅱ型(厚0.8)同等品
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15
11

10,250 10,250 10,250

51,250

51,710

1 2 3 4 5 6

壁
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯

230 230

10,250 10,250

355355

585 585

1:100梁伏図

特記なきものは下記による

・変更のある場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

・小梁位置・＊印寸法等は，施工詳細図により再確認のこと

納まりにより,現場調整または設計者と協議のことGJ

：小梁仕口は,ﾎﾞﾙﾄ2列仕様とする

▲

水平ﾌﾞﾚｰｽ ：H16  取付位置は大梁上ﾌﾗﾝｼﾞ下面
 梁ｳｪﾌﾞに取りつく場合はｽﾁﾌﾅを設けること

：剛接合ｼﾞｮｲﾝﾄ位置(柱芯から900)を示す
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0 基礎天端

GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJGJ

GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJ GJGJ

GJ
GJ

GJ
GJ

GJ
GJ

2～5通

（

（W=9,000
H=4,500

SS

C-100*50*20*2.3
胴縁

@600

C-100*50*20*2.3
胴縁

@600

□-100*100*6

（

（W=9,000
H=4,500

SS

（

（W=9,000
H=4,500

SS

（

（W=9,000
H=4,500

SS

（

（W=9,000
H=4,500

SS

F1 F1 F1 F1F12 F12 F12 F12 F12

FG1 FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

FG1 FG1 FG1 FG1 FG1FG1 FG1 FG1 FG1 FG1

F3xyF3xy

F3xy

FG1

F1

FG1 FG1FG1FG1

F11 F3xy

□-100*100*3.2□-100*100*3.2

□-100*100*3.2

C1 C1 C1 C1 C1 C1

8
0
0

8
0

2
2
0

3
0
0

5
0
0

2
5
0

1
,
1
3
0

地業天端

基礎底

BPL下端

3
0 基礎天端

8
0
0

8
0

2
2
0

3
0
0

5
0
0

2
5
0

1
,
1
3
0

地業天端

基礎底

BPL下端

3
0 基礎天端

8
0
0

8
0

2
2
0

3
0
0

5
0
0

2
5
0

1
,
1
3
0

地業天端

基礎底

折版受

折版受

RG4 RG4 RG4 RG4 RG4

RG3 RG3 RG3 RG3 RG3

15
12

F3x F3x

FG1

F3x F12x F12xF3x

H-100*100*6*8
ｼｬｯﾀｰ取付下地

@1,000以内

特記なきものは下記による

・変更のある場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

・小梁位置・＊印寸法等は，施工詳細図により再確認のこと

GJ
：剛接合ｼﾞｮｲﾝﾄ位置(柱芯から900)を示す

：□-100*100*3.2 (開口周囲等)

：□-100*100*6 (ｼｬｯﾀｰ廻り下地補強)

5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125

5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125 5,125

3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416

3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416 3,417 3,4173,416

F12y F12y F12y F12y F12y

FG2

F2y

□-100*100*2.3

F2y F2y F2y F2y

9,040230 230

3,013 3,0133,014

9,040230 230

3,013 3,0133,014

9,040230 230

51,250

51,710

230 230

4,520 4,520

壁
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯

4,520 4,520

壁
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯

4,520 4,520

壁
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯
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部 材 リ ス ト ・ 柱 脚 リ ス ト
1/30,1/20(A1)

1/60,1/40(A3) 15
13

60

60

t=12
d=22

M20

基準軸径

軸断面積

ねじ部有効断面積

標準寸法

ﾋﾟｯﾁ

mm2

mm2

mm

mm

mm

2.5

260

245

500

 18.20

3
0 ナット

高さ=16

40 座金
t=4.5
d=22

定着板(SS400)

ABR490(JIS B1220 構造用転造両ねじｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄｾｯﾄ)

裏当金

54
0

540

BPL下端

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

8-D35 L=720

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

回転剛性

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J300-16K

7
5

7
5

60
27

0
6
0

75 7560 270 60

40*540*540

89,000 kN･m/rad

(SD390)

(SN490B)

4-R80 φ60

柱脚リスト 1:20

4

750

75
0

4

□-300*300*12

主　筋

帯　筋

ＴＯＰ

Ｘ＊Ｙ

D13-@100

2-D13(ﾀﾊﾞﾈ)

12-D22

750*750 (標準:740*740～最大:940*940)

2
0
0

50

(6
0
0以

上
)4
60

3
0

80
以

上

40
11

0

1
8
0

7
20

50 50210

410

TOP たばね筋

C1･C2 H-125*125*6.5*9MC12x･y

BPL下端

ｺﾝｸﾘｰﾄ天端

x y

30

a=
49

19

*
36

6
*6

0
*3

9

*
46

5
最

小
D
= (

定
着

長
さ

)

(最小かぶり厚さ)

40 40

200

120

1
60

80
8
0

2
00

1
20

40
40

160

80 80

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ

定着板

*印寸法は微調整する

12*60*60 (SS400)

(ABR490)2-M20

(SN490C)19*160*200

*
2
6

5
00

*4
33

b
=

(
有

効
長

さ
)

(
標

準
寸

法
)

*
41

定着板(SS400)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(SNR490B)

座金をﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄに
全周溶接のこと

余長はねじ山3以上

座金
ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

Y

X特記なきﾌﾟﾚｰﾄ類は，SS400とする

柱の有効細長比(λmax)は200以下，その他の圧縮材は250以下であることを確認した

柱の添付符号“x,y”は母材またはﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄの方向を示す。

(構造計算書を参照のこと)

符号

鉄骨

材質

断面

柱脚

継手・仕口

有効細長比(λmax)

間柱

符号

鉄骨

材質

断面

柱脚

継手・仕口

BCR295

有効細長比(λmax)

柱 通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄはSN490C,内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄはSN490Bとする

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ J300-16K

300

30
0

符号

継手・仕口

鉄骨

材 質

断面

RG1

大梁

RG2 RG3 RG4

H-500*200*10*16

SS400

GJ500

200

50
0

H-400*200*8*13

SS400

GJ400

200

4
00

H-500*200*10*16

SS400

GJ500

200

50
0

H-488*300*11*18

SS400

GJ488

300

4
8
8

符号

継手・仕口

鉄骨

材質

断面

H-400*200*8*13

SS400

200

40
0

(片側剛接合)

片持梁

cG400

符号 断面

普通ﾎﾞﾙﾄは，戻止め(ﾜｯｼｬｰ付ｼﾝｸﾞﾙﾅｯﾄまたは溶接またはﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ)施工を行うものとする

材質 備考

C-100*50*20*2.3胴縁 SSC400 ﾈｺ:既製品またはPL-6

STKR400

水平ﾌﾞﾚｰｽ M16 耐震ﾌﾞﾚｰｽ(JIS A5540)H16 VJ16 SNR400B

普通ﾎﾞﾙﾄ：2-M12(戻り止め施工)

SSC400C-100*50*20*3.2 

雑部材

符号

継手・仕口

鉄骨

材質

断面

小梁

H-400*200*8*13

SS400

BJ400

200

40
0

B400

H-200*100*5.5*8

SS400

BJ200

2
0
0

100

B200

□-300*300*12

C1･C2

x

Y

X

y

125

H-125*125*6.5*9

SS400

12
5

125

12
5

PL-9,HTB 2-M20

在来露出柱脚

PC10y

100

10
0

H-100*100*6*8

SS400

G.PL-9 , HTB 2-M16

183.4

MC12x･y

WB300

H-300*150*6.5*9

SS400

300

1
50

BJ300

(横使い)

@600

□-100*100*6

(開口周囲等)

60.0

□-100*100*3.2

折版

折版受

1:30部材リスト

(ｼｬｯﾀｰ廻り補強材)

丸馳折版Ⅱ型　  厚0.8



滋賀県長浜市大寺町１００３番地５　　TEL　0749-73-2144　　FAX　0749-73-2238

Ｓ

K-eins　１級建築士事務所滋賀県知事登録第ﾍ-1310号　１級建築士第152848号　構造設計1級建築士第2338号　平塚政己File 2023/01/26 Output 2023/ 1/26

14
木之本地区雪寒基地新築工事

(SCSS-H97)

GGF-4X-J4020･0912-20

H-400*200*8*13・H-396*199*7*11

10

70

40
60

60 2
60

60
40

70
40 40

40 10 40

60 40 40 60

40 60 60 40
410

4
0

1
20

4
0

170
2
00

4
00

24-M20:L=65

 8-M20:L=60

2PL-9*200*410

4PL-9* 80*410

2PL-9*260*170

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

GJ400

24-M20:L=70

10-M20:L=60

(SCSS-H97)

GGF-4X-J5020･0916-20

H-500*200*10*16・496*199*9*14

60 40 40 60

40 60 10 60 40
410

4
0

1
20

4
0

2
00

4
0

40 40

40 10 40

6
0

6
0

4
0
6
0

6
0

9
0

3
20

9
0

170

5
00

2PL-12*200*410

4PL-12* 80*410

2PL- 9*320*170

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

GJ500

BJ200

2-M20:L=45(44.5)ｳｪﾌﾞ

ｳｪﾌﾞ 4-M20:L=45(44.5)

H-200*100*5.5*8*8

PL-9

PL-9

90

40
4010

r=20PL-6

10 10

10

4
0

4
0

15
0

7
0

　　印部のみ

▲

1:10

1870
以
上

56
以

上

必
要

溶
接

長

TYPE2

18

必要溶接長

TYPE3

70
以
上

耐震ﾌﾞﾚｰｽ M16(JIS A5540)

1

2

45 45

=  1+ 2 ≧ 72

G.PL-91-M16:L=40(40)

VJ16

高力ﾎﾞﾙﾄの長さは『公共建築工事標準仕様書』による

締付け長さに加える長さ(単位:mm)

40

35

30

25

S10T

45

40

35

30

25

F8T,F10T

締付け長さに加える長さ
ねじの呼び

M24

M22

M20

M16

M12

PL-9

BJ400

ｳｪﾌﾞ

ｳｪﾌﾞ

H-400*200*8*13*13

4-M20:L=45(47)

8-M20:L=45(47) PL-9

　　印部のみ

90

40
10 40

r=20

PL-9

10 10

10

4
0
7
0

7
0

7
0
4
0

2
9
0

▲

90

40
4010

r=20

PL-9

10 10

10

4
0
7
0

70
40

22
0

　　印部のみ

▲

PL-6

10 10

10

r=20

4
0

4
0

1
5
0

7
0

40

160

70 4010

PL-9

40 4070

160

4
0
7
0

7
0

70
40

2
90

10 10

10

r=20

10

r=20

10 10

40

160

70 40

40
70

7
0
4
0

2
2
0

10

10

PL-9

継手・仕口リスト 1:20

小梁仕口ガセットプレートの形状

両ﾌﾗﾝｼﾞｶｯﾄ

「鉄骨標準図 5-2」A1ﾀｲﾌﾟ

＊母材との段差が100より大きい場合

ﾌｨﾚｯﾄ上部をｶｯﾄ

ﾘﾌﾞPLを付ける
G.PLの裏面には原則として

「鉄骨標準図 5-2」A2ﾀｲﾌﾟ

その他のﾀｲﾌﾟにする場合は，設計者と事前協議のうえ承認を得ること

r=
10

10
0< 1
00

≧

40以上確保

1010

＊母材との段差が100以下の場合

(SCSS-H97)

GGF-4X-J5030･1219-20

H-488*300*11*18

32-M20:L=75

16-M20:L=65

45 45 10 45 45

4
0

4
0

60 10 60

40 40 40 40

290

440

1
50

3
5

3
5

69
3
5
0

6
9

90
9
0

90

40
4
0

40 45 40 40 45 40

3
00

4
8
8

2PL-12*300*440

4PL-12*110*440

2PL-12*350*290

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｳｪﾌﾞ

GJ488

1/20(A1)

1/40(A3)

BJ300 H-300*150*6.5*9*13・H-298*149*5.5*8*13

ｳｪﾌﾞ 3-M20:L=45(45.5) PL-9

ｳｪﾌﾞ 6-M20:L=45(45.5) PL-9

継 手 ･仕 口 リ ス ト 15

ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ:SS400(添材等の部材は,母材の等級と同等級とする)

高力ﾎﾞﾙﾄ:S10T(ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ)

＜鋼　材＞

特記なきものは、下記による
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架 構 詳 細 図
1/30(A1)

1/60(A3)

1:30架構詳細図

・ レ形完全融け込み溶接は裏当て金とする

・ ＊印寸法は、施工詳細図により再検討する
5
,
9
8
0

5
,
6
8
0

3
0
0

RG天端(水上)

RG天端(水下)

設計GL

開先詳細図　1:2

9,040230 230

9,500

A

1,000

1,230 3,0133,013 3,014

壁
芯

柱
芯

壁
芯

柱
芯

間
柱

芯

間
柱

芯

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

(SN490C)

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

(SN490C)

900

GJ500

900

GJ500

H-400*200*8*13

J300-16K J300-16K

PL-9
HTB 2-M20

PL-9
HTB 2-M20

RG2
H-500*200*10*16

5 0 (SN490C)

(SN490C)

F3xy

4,520 4,520

4-D25
FG1

2-D10

4-D25

あばら筋 -D13@150

4-D25
FG1

2-D10

4-D25

あばら筋 -D13@150

PL-25*350*350

PL-25*350*350

(SN490B)

1通

1

壁
芯

柱
芯

間
柱

芯

(SN490C)
PL-25*350*350

H-500*200*10*16
RG3

A通

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ
J300-16K

4-D25
FG1

2-D10

4-D25

あばら筋 -D13@150

C-100*50*20*3.2

900

GJ500

6
5
0

F12

5,125

2-D10

あばら筋 -D13@150

4-D25
FG1

4-D25

H-300*150*6.5*9
(横使い)

BJ300

(SN490C)
PL-25*350*350

PL-9
HTB 2-M16

PC10y

H-100*100*6*8

PL-6

PL-6

4
,
6
5
0

WB下端

1
,
3
3
0

WB300

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ打込み 厚15

(土間天まで)

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ打込み 厚15

(土間天まで)

ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ打込み 厚15
(土間天まで)

：2-M12 (戻止め施工)普通ﾎﾞﾙﾄ

C-100*50*20*2.3
ﾈｺ ：既製品

@600
胴縁

C1

□-300*300*12 □-300*300*12

C2MC12x

H-125*125*6.5*9

MC12x

H-125*125*6.5*9□-300*300*12

C1

cG400

70

40

16
0

40

10

PL-6

G.PL-9*80*160
HTB 2-M20

G.PL-9*80*160

8
0

4
0

4
0

HTB 2-M20

H-125*125*6.5*9

MC12x･y

70

40

16
0

40

10

PL-6

H-100*100*6*8

HTB 2-M16

HTB 2-M16

PC10y

間柱仕口　1:20

6
0

3
0

3
0

G.PL-9*60*160

G.PL-9*60*160

折版受

折版受

折版受

2
5
0

2
2
0

8
0

1
,
0
5
0

5
0
0

3
0
0

3
0

8
0
0

基礎底

基礎天端

BPL下端

cG400

B400

RG3
B400

B400
B400

RG4

WB300

PL-19PL-19
(SN490B)

PL-19
(SN490B)

15
15

F3x F3x F12x

60

ｼｬｯﾀｰ廻り補強材

普通ﾎﾞﾙﾄ

ﾈｺ

：2-M12普通ﾎﾞﾙﾄ

C-100*50*20*2.3
ﾈｺ ：既製品

@600
胴縁

(戻止め施工)

：2-M12
(戻止め施工)

補強材受け

D10 @1,000

□-100*100*6

ｼｬｯﾀｰ廻り補強材

PL-6
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パネルゾーン要領図
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通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ

・上下通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ　(SN490C)

・内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ (SN490B)

かつ柱のﾌﾗﾝｼﾞ板厚以上

仕口部に集結する梁の最大ﾌﾗﾝｼﾞ板厚+6+1ｻｲｽﾞUP以上

仕口部に集結する梁の最大ﾌﾗﾝｼﾞ板厚より2ｻｲｽﾞUP以上
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通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ

(SN490C)

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ詳細

ｶﾞｽ抜き孔φ20

柱の厚み(cTf)≦25 の場合 25

柱の厚み(cTf)≧28 の場合 30

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑの出寸法は

裏当金

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ詳細

ｽｶﾗｯﾌﾟ形状とする。

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄの形状は部材Ｒを避けて

FB-9*25

内ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄ
(SN490B)

・大梁ﾌﾗﾝｼﾞは,角形鋼管柱の隅角部を外して溶接のこと

＊鉄骨工作標準図§6-4による

・隅角部にかかる場合は,通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑﾌﾟﾚｰﾄまたは鉛直

　ﾊﾝﾁを設けるものとする

隅角部：R(曲率半径)以上

R=2.5t (BCR材)
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